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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
入力映像信号の各フィールドの所定領域における画像成分についてのフレーム間差分信号
の絶対値をフィールド毎に積算したフレーム間差分積算値を算出するフレーム間差分積算
値算出手段と、
前記フレーム間差分積算値算出手段から出力される現フィールドのフレーム間差分積算値
を保持して前記現フィールドのフレーム間差分積算値に先行する４つのフィールドのフレ
ーム間差分積算値を出力する手段と、
前記現フィールドのフレーム間差分積算値が静止フィールド判定用第１閾値以下であり、
前記先行する４つのフィールドのフレーム間差分積算値各々が前記静止フィールド判定用
第１閾値よりも大きい動きフィールド判定用第１閾値以上であり、かつ前記現フィールド
のフレーム間差分積算値が前記先行する４つのフィールドのフレーム間差分積算値各々に
第１所定の係数を乗算して得た補正フレーム間差分積算値各々よりも小さいことを検出し
て第１検出信号を発生する第１検出手段と、
前記第１検出信号に応じて前記入力映像信号が映画フィルムから２―３プルダウン方式に
より生成されたテレシネ変換映像信号であると判定する第１判定手段と、を備えたことを
特徴とするテレシネ変換方式検出装置。
【請求項２】
前記現フィールドのフレーム間差分積算値が前記先行する４つのフィールドのフレーム間
差分積算値各々に第２所定の係数を乗算して得た補正フレーム間差分積算値のうちの少な
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くとも１よりも大きく、かつ前記現フィールドのフレーム間差分積算値が動きフィールド
判定用第２閾値より大きいことを検出して第２検出信号を発生する第２検出手段と、
前記先行する４つのフィールドのフレーム間差分積算値のうちの連続する３つのフレーム
間差分積算値のうちの１番目及び３番目のフレーム間差分積算値が静止フィールド判定用
第２閾値以下でありかつ２番目のフレーム間差分積算値が前記動きフィールド判定用第２
閾値以上であること、又は前記３つのフレーム間差分積算値のうちの１番目及び３番目の
フレーム間差分積算値が前記動きフィールド判定用第２閾値以上でありかつ２番目のフレ
ーム間差分積算値が前記静止フィールド判定用第２閾値以下であることを検出して第３検
出信号を発生する第３検出手段と、
入力映像信号の１フィールド前の映像信号をフィールド毎にフィールド内補間処理を施し
た補間映像信号を生成し、前記入力映像信号と前記補間映像信号との差分に応じて所定領
域における画像成分についてのフィールド間差分信号の絶対値をフィールド毎に積算した
フィールド間差分積算値を算出するフィールド間差分積算値算出手段と、
前記フィールド間差分積算値算出手段から出力される現フィールドのフィールド間差分積
算値を保持して前記現フィールドのフィールド間差分積算値に先行する前フィールドのフ
ィールド間差分積算値を出力する手段と、
前記前フィールドのフィールド間差分積算値が動きフィールド判定用第３閾値より大きく
、前記現フィールドのフィールド間差分積算値が静止フィールド判定用第３閾値より大き
く、かつ前記現フィールドのフィールド間差分積算値が前記前フィールドのフィールド間
差分積算値に第３所定の係数を乗算して得た補正フィールド間差分積算値よりも大きいこ
とを検出して第４検出信号を発生する第４検出手段と、
前記第２ないし第４検出信号のうちのいずれか１の検出信号に応じて前記入力映像信号が
前記２―３プルダウン方式により生成されたテレシネ変換映像信号以外の映像信号である
と判定する第２判定手段と、を備えたことを特徴とする請求項１記載のテレシネ変換方式
検出装置。
【請求項３】
入力映像信号の１フィールド前の映像信号をフィールド毎にフィールド内補間処理を施し
た補間映像信号を生成し、前記入力映像信号と前記補間映像信号との差分に応じて所定領
域における画像成分についてのフィールド間差分信号の絶対値をフィールド毎に積算した
フィールド間差分積算値を算出するフィールド間差分積算値算出手段と、
前記フィールド間差分積算値算出手段から出力される現フィールドのフィールド間差分積
算値を保持して前記現フィールドのフィールド間差分積算値に先行する前フィールドのフ
ィールド間差分積算値を出力する手段と、
前記前フィールドのフィールド間差分積算値が動きフィールド判定用閾値以上であり、前
記現フィールドのフィールド間差分積算値が静止フィールド判定用閾値以下であり、かつ
前記現フィールドのフィールド間差分積算値が前記前フィールドのフィールド間差分積算
値に所定の係数を乗算して得た補正フィールド間差分積算値よりも小さいことを検出して
第１検出信号を発生する第１検出手段と、前記第１検出信号に応じて前記入力映像信号が
映画フィルムから２―２プルダウン方式により生成されたテレシネ変換映像信号であると
判定する第１判定手段と、を備えたことを特徴とするテレシネ変換方式検出装置。
【請求項４】
前記前フィールドのフィールド間差分積算値が動きフィールド判定用閾値より大きく、前
記現フィールドのフィールド間差分積算値が静止フィールド判定用閾値より大きく、かつ
前記現フィールドのフィールド間差分積算値が前記前フィールドのフィールド間差分積算
値に前記所定の係数を乗算して得た補正フィールド間差分積算値よりも大きいことを検出
して第２検出信号を発生する第２検出手段と、
前記第２検出信号に応じて前記入力映像信号が前記２―２プルダウン方式により生成され
たテレシネ変換映像信号以外の映像信号であると判定する第２判定手段と、を備えたこと
を特徴とする請求項３記載のテレシネ変換方式検出装置。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、入力映像信号が映画フィルムから２―３プルダウン方式、２―２プルダウン方
式などにより生成されたテレシネ変換映像信号であるか否かを検出するテレシネ変換方式
検出装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＮＴＳＣ方式等の標準テレビジョン方式の映像信号の中には、映画フイルムによる映像信
号が含まれていることが多々ある。映画フィルムは、毎秒２４コマであり、一方、標準テ
レビジョン方式の映像信号は毎秒６０フィールドの飛越し走査の映像信号である。従って
、映画フィルムを２―３プルダウン方式によりテレシネ変換して標準テレビジョン方式の
映像信号を得ている。
【０００３】
２―３プルダウン方式では、先ず映画フィルムを走査してフレーム周波数２４Ｈｚの順次
走査の映像信号が生成され、例えば、映画フィルムの第１フレームを映像信号の第１及び
第２フィールド、第２フレームを第３ないし第５フィールド、第３フレームを第６及び第
７フィールド、第４フレームを第８ないし第１０フィールドに対応させて変換している。
１つのフレームを３つのフィールドに変換する際の最後のフィールド（上記の第５フィー
ルド、第１０フィールド）は最初のフィールド（上記の第３フィールド、第８フィールド
）と同じ映像内容のフィールドである。
【０００４】
このように２―３プルダウン方式では、映画フィルムの２フレーム毎にその２フレームを
標準テレビジョン方式の映像信号の５フィールドに対応させ、映画フィルムのコマに対応
して２フィールドの映像信号と３フィールドの映像信号とを交互に繰り返す映像信号に変
換することが行われる。
上述のように変換した場合、例えば第３フィールドと第５フィールドと、第８フィールド
と第１０フィールドとは、それぞれ同一の映像信号となることから、第５及び第１０フィ
ールドにおけるフレーム間差分は小となる。このような関係は５フィールド毎に発生する
。
【０００５】
すなわち、フレーム間差分の絶対値を１フィールド期間積算し、その積算値を所定の閾値
と比較し、その積算値が閾値より大きい場合には動きフィールド、それ以下の場合には静
止フィールドと判定すると、２―３プルダウン方式により変換された映像信号の場合には
静止フィールドの判定が５フィールド毎に発生する。これを検出して２―３プルダウン方
式により変換された画像と一般の画像とを判別している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述の検出方法では、フレーム間差分の絶対値を１フィールド期間積算し
、その積算値を所定の閾値と比較することを複数のフィールドに亘って行い、テレシネ変
換画像の周期的パターンを検出していることから、例えば、映像信号にノイズが含まれて
いる場合、フレーム間差分が大きくなり、静止フィールドであっても動きフィールドと誤
判定する可能性がある。
【０００７】
入力映像信号に対するテレシネ変換方式の誤検出が生じると、その映像信号がテレシネ画
像のものであっても一般画像とみなして処理し、表示画像の品質が劣化することとなる。
本発明は、上述の事情に鑑みてなされたものであり、入力映像信号のテレシネ変換方式を
安定にかつ精度よく行うことができるテレシネ変換方式検出装置を提供することを目的と
する。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
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本発明のテレシネ変換方式検出装置は、入力映像信号の各フィールドの所定領域における
画像成分についてのフレーム間差分信号の絶対値をフィールド毎に積算したフレーム間差
分積算値を算出するフレーム間差分積算値算出手段と、フレーム間差分積算値算出手段か
ら出力される現フィールドのフレーム間差分積算値を保持して現フィールドのフレーム間
差分積算値に先行する４つのフィールドのフレーム間差分積算値を出力する手段と、現フ
ィールドのフレーム間差分積算値が静止フィールド判定用第１閾値以下であり、先行する
４つのフィールドのフレーム間差分積算値各々が静止フィールド判定用第１閾値よりも大
きい動きフィールド判定用第１閾値以上であり、かつ現フィールドのフレーム間差分積算
値が先行する４つのフィールドのフレーム間差分積算値各々に第１所定の係数を乗算して
得た補正フレーム間差分積算値各々よりも小さいことを検出して第１検出信号を発生する
第１検出手段と、第１検出信号に応じて入力映像信号が映画フィルムから２―３プルダウ
ン方式により生成されたテレシネ変換映像信号であると判定する第１判定手段と、を備え
たことを特徴としている。
【０００９】
本発明のテレシネ変換方式検出装置は、入力映像信号の１フィールド前の映像信号をフィ
ールド毎にフィールド内補間処理を施した補間映像信号を生成し、入力映像信号と補間映
像信号との差分に応じて所定領域における画像成分についてのフィールド間差分信号の絶
対値をフィールド毎に積算したフィールド間差分積算値を算出するフィールド間差分積算
値算出手段と、フィールド間差分積算値算出手段から出力される現フィールドのフィール
ド間差分積算値を保持して現フィールドのフィールド間差分積算値に先行する前フィール
ドのフィールド間差分積算値を出力する手段と、前フィールドのフィールド間差分積算値
が動きフィールド判定用閾値以上であり、現フィールドのフィールド間差分積算値が静止
フィールド判定用閾値以下であり、かつ現フィールドのフィールド間差分積算値が前フィ
ールドのフィールド間差分積算値に所定の係数を乗算して得た補正フィールド間差分積算
値よりも小さいことを検出して第１検出信号を発生する第１検出手段と、第１検出信号に
応じて入力映像信号が映画フィルムから２―２プルダウン方式により生成されたテレシネ
変換映像信号であると判定する第１判定手段と、を備えたことを特徴としている。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例を図面を参照しつつ詳細に説明する。
図１は本発明によるテレシネ変換方式検出装置を示している。この検出装置は、１フィー
ルド遅延回路１，２、１Ｈ遅延回路３、フィールド内補間回路４、差分検出回路５，６、
フィルムシーケンス検出回路７、動き検出回路８及び順次走査変換回路９からなる。
【００１１】
１フィールド遅延回路１にはインターレース方式の入力映像信号Ｓ１が供給され、その映
像信号を１フィールドの時間だけ遅延させて１フィールド遅延回路２及び１Ｈ遅延回路３
、フィールド内補間回路４、動き検出回路８及び順次走査変換回路９に出力する。１フィ
ールド遅延回路２は１フィールド遅延回路１の出力に接続され、１フィールド遅延回路１
から出力される映像信号Ｓ２を１フィールドの時間だけ遅延させて差分検出回路５、動き
検出回路８及び順次走査変換回路９に供給する。１フィールド遅延回路２の出力映像信号
はＳ３である。
【００１２】
１Ｈ遅延回路３は１フィールド遅延回路１の出力に接続され、１フィールド遅延回路１か
ら出力される映像信号Ｓ２を１水平走査期間だけ遅延させてフィールド内補間回路４に供
給する。
フィールド内補間回路４は１フィールド遅延回路１から出力される映像信号Ｓ２と１Ｈ遅
延回路３から出力される映像信号とを例えば、平均することによって入力映像信号Ｓ１の
現フィールドの水平走査線位置に対応した映像信号Ｓ２’を生成して出力する。
【００１３】
差分検出回路５は１フィールド遅延回路２から出力されたる１フレーム遅延の映像信号Ｓ
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３と入力映像信号Ｓ１と差分Ｓ３－Ｓ１をフレーム間差分として出力する。
差分検出回路６はフィールド内補間回路４の出力映像信号Ｓ２’と入力映像信号Ｓ１と差
分Ｓ２’－Ｓ１をフィールド間差分として出力する。
【００１４】
各差分検出回路５，６の出力にはフィルムシーケンス検出回路７が接続されている。フィ
ルムシーケンス検出回路７は差分検出回路５，６の出力信号に応じて入力映像信号Ｓ１が
標準テレビジョン方式の映像信号以外の映像信号であることを判別する。２－３プルダウ
ン方式の映像信号であると判別した場合には２－３シーケンス検出信号を発生し、２－３
プルダウン方式の映像信号ではなくなったと判別した場合には２－３シーケンス外れ検出
信号を発生し、２－２プルダウン方式の映像信号であると判別した場合には２－２シーケ
ンス検出信号を発生し、２－２プルダウン方式の映像信号ではなくなったと判別した場合
には２－２シーケンス外れ検出信号を発生する。フィルムシーケンス検出回路７の出力信
号は制御信号として順次走査変換回路９に供給される。フィルムシーケンス検出回路７の
具体的構成については後述する。
【００１５】
動き検出回路８は入力映像信号Ｓ１、１フィールド遅延回路１から出力される映像信号Ｓ
２及び１フィールド遅延回路２から出力される映像信号Ｓ３に応じて入力映像信号Ｓ１が
示す画像に動きが含まれていることを検出する。動き検出回路８の検出信号は順次走査変
換回路９に供給される。
順次走査変換回路９は入力映像信号Ｓ１、映像信号Ｓ２、映像信号Ｓ３、フィルムシーケ
ンス検出回路７からの制御信号及び動き検出回路８の検出信号に応じて入力映像信号Ｓ１
に対応したノンインターレースの映像信号を出力する。
【００１６】
図２～図４はフィルムシーケンス検出回路７の具体的構成を示している。フィルムシーケ
ンス検出回路７は、絶対値回路１１，６４、所定エリア抽出回路１２，６５、積算器１３
，６６、シフト回路１４～１７，６７、係数乗算器１８～２１，４０～４３，６８、比較
器２２～３０，４４～４８，５１～５６，６９～７１、ＮＯＴ回路３２～３６，５７～５
９，７３，７４、ＡＮＤ回路３７～３９，５０，６０，６１，７２，７５、ＯＲ回路４９
，６２，６３及び判定回路７６からなる。
【００１７】
絶対値回路１１には差分検出回路５からフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１が供給される。絶対値
回路１１はフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値をとってその絶対値を所定エリア抽出回路
１２に供給する。所定エリア抽出回路１２は所定エリア内の映像信号に対応したフレーム
間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値だけを抽出する。映像信号によってはビスタサイズ映像のよう
に画面上下に無画部が存在する場合があり、この無画部を含んでフレーム間差分に基づい
てフィルムシーケンスを判定すると誤判定する可能性がある。そこで、そのような誤判定
を防止するために図５に示すように無画部と水平ブランク部とを避けて画面中央の有効画
像領域（図５のハッチング部分）、すなわち所定エリア内におけるフレーム間差分だけを
用いるために所定エリア抽出回路１２は備えられている。
【００１８】
積算器１３は所定エリア抽出回路１２によって抽出されたフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶
対値を垂直同期信号Ｖの発生毎に積算する。すなわち、１フィールド期間単位で積算する
。シフト回路１４～１７は積算器１３の出力にシリーズに接続されている。シフト回路１
４～１７各々は垂直同期信号Ｖに応じて入力信号を新たに保持して出力する。よって、シ
フト回路１４は積算器１３の出力値に対してそれより１フィールド前の積算器１３の出力
値を保持出力し、シフト回路１５は積算器１３の出力値に対して２フィールド前の積算器
１３の出力値を保持出力し、シフト回路１６は積算器１３の出力値に対して３フィールド
前の積算器１３の出力値を保持出力し、シフト回路１７は積算器１３の出力値に対して４
フィールド前の積算器１３の出力値を保持出力する。
【００１９】
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積算器１３の出力は比較器２６～３０各々の一方の入力に接続されている。シフト回路１
４の出力は比較器２５の一方の入力に直接接続され、比較器２９の他方の入力に係数乗算
器１８を介して接続されている。シフト回路１５の出力は比較器２４の一方の入力に直接
接続され、比較器２８の他方の入力に係数乗算器１９を介して接続されている。シフト回
路１６の出力は比較器２３の一方の入力に直接接続され、比較器２７の他方の入力に係数
乗算器２０を介して接続されている。シフト回路１７の出力は比較器２２の一方の入力に
直接接続され、比較器２６の他方の入力に係数乗算器２１を介して接続されている。係数
乗算器１８～２１は係数Ｋ１をシフト回路１４～１７の出力値に乗算する。比較器２２～
２５各々の他方の入力には動きフィールド判定用閾値Ｔｈ11が供給される。比較器３０の
他方の入力には静止フィールド判定用閾値Ｔｈ21が供給される。
【００２０】
比較器２２～２５は積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値につい
て１フィールド前～４フィールド前の各値Ａn-1～Ａn-4と動きフィールド判定用閾値Ｔｈ
11とを大小比較する。比較器２６～２９は積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３
－Ｓ１の絶対値について１フィールド前～４フィールド前の各値Ａn-1～Ａn-4に係数Ｋ１
を乗算した値Ｋ１・Ａn-1～Ｋ１・Ａn-4と積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３
－Ｓ１の絶対値の現フィールド値Ａnとを大小比較する。比較器３０は積算された所定エ
リア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値の現フィールド値Ａnと静止フィールド判定
用閾値Ｔｈ21とを大小比較する。比較器２６～３０の各出力にはＮＯＴ回路３２～３６が
接続され、比較器２６～３０の論理出力値が反転されるようになっている。
【００２１】
ＡＮＤ回路３７は比較器２２～２５の各論理出力値の論理積をとる。ＡＮＤ回路３８はＮ
ＯＴ回路３２～３５の各論理出力値の論理積をとる。ＡＮＤ回路３９はＡＮＤ回路３７，
３８及びＮＯＴ回路３６の各論理出力値の論理積をとり、論理積の結果が"1"を示す高レ
ベルであるときそれが２－３シーケンス検出信号となる。
【００２２】
比較器４４～４７の一方の入力には積算器１３の出力が接続されている。比較器４４の他
方の入力にはシフト回路１４の出力が係数乗算器４０を介して接続されている。比較器４
５の他方の入力にはシフト回路１５の出力が係数乗算器４１を介して接続されている。比
較器４６の他方の入力にはシフト回路１６の出力が係数乗算器４２を介して接続されてい
る。比較器４７の他方の入力にはシフト回路１７の出力が係数乗算器４３を介して接続さ
れている。係数乗算器４０～４３は係数Ｋ２をシフト回路１４～１７の出力値に乗算する
。比較器４４～４７は積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値につ
いて１フィールド前～４フィールド前の各値Ａn-1～Ａn-4に係数Ｋ２を乗算した値Ｋ２・
Ａn-1～Ｋ２・Ａn-4と積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値の現
フィールド値Ａnとを大小比較する。
【００２３】
比較器４８の一方の入力には積算器１３の出力が接続され、他方の入力には動きフィール
ド判定用閾値Ｔｈ22が供給される。比較器４８は積算された所定エリア内のフレーム間差
分Ｓ３－Ｓ１の絶対値の現フィールド値Ａnと動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22とを大小
比較する。
ＯＲ回路４９は比較器４４～４７の各出力値の論理和をとる。ＡＮＤ回路５０はＯＲ回路
４９の出力値と比較器４８の出力値との論理積をとる。ＡＮＤ回路５０の出力値はＯＲ回
路６３に供給される。
【００２４】
また、シフト回路１７の出力は比較器５１，５４各々の一方の入力に接続され、シフト回
路１６の出力は比較器５２，５５各々の一方の入力に接続され、シフト回路１５の出力は
比較器５３，５６各々の一方の入力に接続されている。比較器５１，５３，５５各々の他
方の入力には静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12が供給され、比較器５２，５４，５６各々
の他方の入力には動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22が供給される。
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【００２５】
比較器５１は積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値の４フィール
ド前の値Ａn-4と静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12とを大小比較する。比較器５２は積算
された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値の３フィールド前の値Ａn-3と
動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22とを大小比較する。比較器５３は積算された所定エリア
内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値の２フィールド前の値Ａn-2と静止フィールド判
定用閾値Ｔｈ12とを大小比較する。比較器５４は積算された所定エリア内のフレーム間差
分Ｓ３－Ｓ１の絶対値の４フィールド前の値Ａn-4と動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22と
を大小比較する。比較器５５は積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶
対値の３フィールド前の値Ａn-3と静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12とを大小比較する。
比較器５６は積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値の２フィール
ド前の値Ａn-2と動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22とを大小比較する。
【００２６】
比較器５１，５３，５５の各出力にはＮＯＴ回路５７～５９が接続され、比較器５１，５
３，５５の論理出力値が反転されるようになっている。ＡＮＤ回路６０はＮＯＴ回路５７
，５８及び比較器５２の各論理出力値の論理積をとる。ＡＮＤ回路６１は比較器５４，５
６及びＮＯＴ回路５９の各論理出力値の論理積をとる。ＯＲ回路６２はＡＮＤ回路６０，
６１の各論理出力値の論理和をとる。ＯＲ回路６２の出力値はＯＲ回路６３に供給される
。
【００２７】
絶対値回路６４には差分検出回路６からフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１が供給される。絶
対値回路６４はフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値をとってその絶対値を所定エリア
抽出回路６５に供給する。所定エリア抽出回路６５は所定エリア内の映像信号に対応した
フィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値だけを抽出する。所定エリア抽出回路６５を備え
た理由は所定エリア抽出回路１２の場合と同様である。
【００２８】
積算器６６は所定エリア抽出回路６５によって抽出されたフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１
の絶対値を垂直同期信号Ｖの発生毎に積算する。シフト回路６７は積算器６６の出力に接
続され、垂直同期信号Ｖに応じて入力信号を新たに保持して出力する。よって、シフト回
路６７は積算器６６の出力値に対してそれより１フィールド前の積算器６６の出力値を保
持出力する。
【００２９】
積算器６６の出力は比較器７０，７１各々の一方の入力に接続されている。シフト回路６
７の出力は比較器６９の一方の入力に直接接続され、比較器７０の他方の入力に係数乗算
器６８を介して接続されている。比較器６９の他方の入力には動きフィールド判定用閾値
Ｔｈ23が供給され、比較器７１の他方の入力には静止フィールド判定用閾値Ｔｈ13が供給
される。
【００３０】
比較器６９は積算された所定エリア内のフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値の１フィ
ールド前の値Ｂn-1と動きフィールド判定用閾値Ｔｈ23とを大小比較する。比較器７０は
積算された所定エリア内のフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値の現フィールド値Ｂn

と、１フィールド前の値Ｂn-1に係数Ｋ３を乗算した値Ｋ３・Ｂn-1とを大小比較する。比
較器７１は積算された所定エリア内のフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値の現フィー
ルド値Ｂnと静止フィールド判定用閾値Ｔｈ13とを大小比較する。
【００３１】
比較器７０，７１の各出力にはＮＯＴ回路７３，７４が接続され、比較器７０，７１の論
理出力値が反転されるようになっている。
ＡＮＤ回路７２は比較器６９～７１の各論理出力値の論理積をとり、論理積の結果が"1"
を示す高レベルであるときそれが２－２シーケンス外れ検出信号となる。ＡＮＤ回路７２
の出力値は更にＯＲ回路６３に供給される。ＡＮＤ回路７５は比較器６９及びＮＯＴ回路
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７３，７４の各論理出力値の論理積をとり、論理積の結果が"1"を示す高レベルであると
きそれが２－２シーケンス外れ検出信号となる。
【００３２】
ＯＲ回路６３はＡＮＤ回路５０，７２及びＯＲ回路６２の各論理出力値の論理和をとり、
論理和の結果が"1"を示す高レベルであるときそれが２－３シーケンス外れ検出信号とな
る。
かかる構成の本発明によるテレシネ変換方式検出装置において、先ず、入力映像信号Ｓ１
が２―３プルダウン方式で変換された映像信号であることを検出する検出動作について説
明する。２―３プルダウン方式で変換された映像信号の場合には、図６に示すように映画
フィルムの第１フレームＦ１が映像信号の第１及び第２フィールドｆ１t，ｆ１bに対応し
、第２フレームＦ２が第３ないし第５フィールドｆ２t，ｆ２b，ｆ２tに対応し、第３フ
レームＦ３が第６及び第７フィールドｆ３b，ｆ３tに対応し、第４フレームＦ４が第８な
いし第１０フィールドｆ４b，ｆ４t，ｆ４bに対応する。
【００３３】
例えば、第３フィールドｆ２tと第５フィールドｆ２tとが同一の内容であるように、差分
検出回路５において得られるフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１は５フィールドに１度だけ小さく
なる。
差分検出回路５によって得られるフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値を絶対値回路１１を
とり、その絶対値を所定エリア抽出回路１２を介して所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３
－Ｓ１の絶対値を抽出し、更に、その絶対値を積算器１３によって積算することにより、
積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値の現フィールド値Ａnが得
られる。
【００３４】
よって、積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値はフィールド毎に
図７に黒丸で示すように変化する。すなわち、所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１
の絶対値を積算することにより５フィールドに１度だけ小さくなることが明確に現れる。
積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値の現フィールド値Ａnをシ
フト回路１４～１７に供給することにより、シフト回路１４～１７からは１フィールド前
～４フィールド前の値（積算された所定エリア内のフレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値）
Ａn-1～Ａn-4が得られる。１フィールド前～４フィールド前の値Ａn-1～Ａn-4各々は比較
器２２～２５において動きフィールド判定用閾値Ｔｈ11と大小比較される。比較器２２～
２５は１フィールド前～４フィールド前の値Ａn-1～Ａn-4各々が動きフィールド判定用閾
値Ｔｈ11より大ならば、論理“１”の高レベル出力を発生する。このときにはＡＮＤ回路
３７は論理“１”の高レベル出力を発生する。
【００３５】
また、１フィールド前～４フィールド前の値Ａn-1～Ａn-4各々は乗算器１８～２１にて係
数Ｋ１と乗算されて値Ｋ１・Ａn-1～Ｋ１・Ａn-4が得られる。値Ｋ１・Ａn-1～Ｋ１・Ａn

-4は現フィールド値Ａnと比較器２６～２９において大小比較される。比較器２６～２９
は値Ｋ１・Ａn-1～Ｋ１・Ａn-4が現フィールド値Ａnより大ならば、論理“０”の低レベ
ル出力を発生する。比較器２６～２９の各出力レベルはＮＯＴ回路３２～３５によって各
々反転されるので、現フィールド値Ａn値がＫ１・Ａn-1～Ｋ１・Ａn-4以下ならば、ＮＯ
Ｔ回路３２～３５からは論理“１”の高レベル出力が発生される。このときにはＡＮＤ回
路３８は論理“１”の高レベル出力を発生する。
【００３６】
更に、現フィールド値Ａnは比較器３０において静止フィールド判定用閾値Ｔｈ21と大小
比較される。現フィールド値Ａnが静止フィールド判定用閾値Ｔｈ21以下ならば、論理“
０”の低レベル出力を発生する。比較器３０の出力レベルはＮＯＴ回路３６によって反転
されるので、現フィールド値Ａn値が静止フィールド判定用閾値Ｔｈ21以下ならば、ＮＯ
Ｔ回路３６からは論理“１”の高レベル出力が発生される。
【００３７】



(9) JP 4538174 B2 2010.9.8

10

20

30

40

50

このようにＡＮＤ回路３７，３８及びＮＯＴ回路３６各々から論理“１”の高レベル出力
が発生される場合には、１フィールド前～４フィールド前の値Ａn-1～Ａn-4各々に対して
現フィールド値Ａnが上記の５フィールドに１度だけ小さくなった状態に対応する。この
場合にはＡＮＤ回路３９は"1"を示す高レベル信号を出力し、それが２－３シーケンス検
出信号となって判定回路７６に供給される。すなわち、２－３シーケンス検出信号の発生
条件（入力映像信号が映画フィルムから２―３プルダウン方式により生成されたテレシネ
変換映像信号であることを判定する条件）は、１フィールド前～４フィールド前の値Ａn-

1～Ａn-4各々が動きフィールド判定用閾値Ｔｈ11より大、現フィールド値Ａn値が値Ｋ１
・Ａn-1～Ｋ１・Ａn-4以下、そして現フィールド値Ａn値が静止フィールド判定用閾値Ｔ
ｈ21以下の全てを満たすことである。
【００３８】
次に、入力映像信号Ｓ１が２―３プルダウン方式で変換された映像信号ではなくなる２－
３シーケンス外れを検出する動作について場合について説明する。
シフト回路１４～１７からの１フィールド前～４フィールド前の値Ａn-1～Ａn-4各々は乗
算器４０～４３にて係数Ｋ２と乗算されて値Ｋ２・Ａn-1～Ｋ２・Ａn-4が得られる。値Ｋ
２・Ａn-1～Ｋ２・Ａn-4は積算器１３からの現フィールド値Ａnと比較器４４～４７にお
いて各々大小比較される。比較器４４～４７は現フィールド値Ａnが値Ｋ２・Ａn-1～Ｋ２
・Ａn-4より大である場合に論理“１”の高レベル信号が発生される。比較器４４～４７
の出力信号はＯＲ回路４９に供給され、それらの論理和がとられるので、ＯＲ回路４９は
現フィールド値Ａnが値Ｋ２・Ａn-1～Ｋ２・Ａn-4のうちの少なくとも１の値より大であ
るあれば、論理“１”の高レベル信号を発生する。
【００３９】
現フィールド値Ａnは比較器４８にて動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22と大小比較される
。比較器４８は現フィールド値Ａnが動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22より大であるとき
論理“１”の高レベル信号を発生する。
ＡＮＤ回路５０はＯＲ回路４９及び比較器４８が共に論理“１”の高レベル信号を発生す
るときに論理“１”の高レベル信号を発生する。ＡＮＤ回路５０の高レベル信号はＯＲ回
路６３を介して２－３シーケンス外れ検出信号となって判定回路７６に供給される。
【００４０】
すなわち、２－３シーケンス外れ検出信号の発生条件は、現フィールド値Ａn値が値Ｋ１
・Ａn-1～Ｋ１・Ａn-4の少なくとも１の値より大であり、かつ現フィールド値Ａn値が動
きフィールド判定用閾値Ｔｈ22より大であることを満たすことである。
また、シフト回路１５，１７からの２フィールド前及び４フィールド前の値Ａn-2，Ａn-4

各々は静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12と比較器５１，５３において大小比較される。比
較器５１，５３は２フィールド前及び４フィールド前の値Ａn-2，Ａn-4が静止フィールド
判定用閾値Ｔｈ12より小であるとき論理“０”の低レベル信号を発生する。比較器５１，
５３の出力レベルはＮＯＴ回路５７，５８によって各々反転されるので、２フィールド前
及び４フィールド前の値Ａn-2，Ａn-4が静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12より小であると
きＮＯＴ回路５７，５８からは論理“１”の高レベル出力が各々発生される。ＮＯＴ回路
５７，５８の各出力信号はＡＮＤ回路６０に供給される。
【００４１】
シフト回路１６からの３フィールド前の値Ａn-3は動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22（Ｔ
ｈ22＞Ｔｈ12）と比較器５２において大小比較される。比較器５２は３フィールド前の値
Ａn-3が動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22より大であるとき論理“１”の高レベル信号を
発生する。その比較器５２の出力信号はＡＮＤ回路６０に供給される。
【００４２】
ＡＮＤ回路６０はＮＯＴ回路５７，５８及び比較器５２が共に論理“１”の高レベル信号
を発生するときに論理“１”の高レベル信号を発生する。ＡＮＤ回路６０の高レベル信号
はＯＲ回路６２，６３を介して２－３シーケンス外れ検出信号となって判定回路７６に供
給される。



(10) JP 4538174 B2 2010.9.8

10

20

30

40

50

更に、シフト回路１５，１７からの２フィールド前及び４フィールド前の値Ａn-2，Ａn-4

各々は動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22と比較器５４，５６において大小比較される。比
較器５４，５６は２フィールド前及び４フィールド前の値Ａn-2，Ａn-4が動きフィールド
判定用閾値Ｔｈ22より大であるとき論理“１”の高レベル信号を発生する。比較器５４，
５６の各出力信号はＡＮＤ回路６１に供給される。
【００４３】
シフト回路１６からの３フィールド前の値Ａn-3は静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12と比
較器５５において大小比較される。比較器５５は３フィールド前の値Ａn-3が静止フィー
ルド判定用閾値Ｔｈ12より小であるとき論理“０”の低レベル信号を発生する。比較器５
５の出力レベルはＮＯＴ回路５９によって反転されるので、３フィールド前の値Ａn-3が
静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12より小であるときＮＯＴ回路５９からは論理“１”の高
レベル出力が発生される。ＮＯＴ回路５９の出力信号はＡＮＤ回路６１に供給される。
【００４４】
ＡＮＤ回路６１は比較器５４，５６及びＮＯＴ回路５９が共に論理“１”の高レベル信号
を発生するときに論理“１”の高レベル信号を発生する。ＡＮＤ回路６１の高レベル信号
はＯＲ回路６２，６３を介して２－３シーケンス外れ検出信号となって判定回路７６に供
給される。
２－３シーケンス外れ検出信号の別の発生条件は、２フィールド前及び４フィールド前の
値Ａn-2，Ａn-4が静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12より小であり、かつ３フィールド前の
値Ａn-3が動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22より大であること、又は２フィールド前及び
４フィールド前の値Ａn-2，Ａn-4が動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22より大であり、かつ
３フィールド前の値Ａn-3が静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12より小であることを満たす
ことである。
【００４５】
なお、この発生条件は、１フィールド前及び３フィールド前の値Ａn-1，Ａn-3が静止フィ
ールド判定用閾値Ｔｈ12より小であり、かつ２フィールド前の値Ａn-2が動きフィールド
判定用閾値Ｔｈ22より大であること、又は１フィールド前及び３フィールド前の値Ａn-1

，Ａn-3が動きフィールド判定用閾値Ｔｈ22より大であり、かつ２フィールド前の値Ａn-2

が静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12より小であることを満たすものでも良い。
【００４６】
次いで、入力映像信号Ｓ１が２―２プルダウン方式で変換された映像信号であることを検
出する検出動作について説明する。２―２プルダウン方式で変換された映像信号の場合に
は、図８に示すように映画フィルムの第１フレームＦ１が映像信号の第１及び第２フィー
ルドｆ１t，ｆ１bに対応し、第２フレームＦ２が第３及び第４フィールドｆ２t，ｆ２bに
対応し、第３フレームＦ３が第５及び第６フィールドｆ３t，ｆ３bに対応する。
【００４７】
フィールド内補間回路４によるフィールド内補間処理により第１及び第２フィールドｆ１

t，ｆ１bに対して補間フィールドｆ１t'が生成され、第２及び第３フィールドｆ１b，ｆ
２tに対して補間フィールドｆ１b'が生成され、第３及び第４フィールドｆ２t，ｆ２bに
対して補間フィールドｆ２t'が生成され、以降も同様に補間フィールドｆ２b'～ｆ３b'が
生成される。
【００４８】
差分検出回路６において得られるフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１は２フィールドに１度だ
け小さくなる。フィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１は例えば、上記の例ではｆ１b－ｆ１t’，
ｆ２t－ｆ１b’，ｆ２b－ｆ２t’，ｆ３t－ｆ２b’，ｆ３b－ｆ３t’の如くフィールド毎
に変化する。ｆ１b－ｆ１t’，ｆ２b－ｆ２t’，ｆ３b－ｆ３t’は同一のフレームに基づ
いているが、ｆ２t－ｆ１b’，ｆ３t－ｆ２b’は２つのフレームに基づいている。よって
、特に動きの多い映像ではｆ１b－ｆ１t’，ｆ２b－ｆ２t’，ｆ３b－ｆ３t’は小さいが
、それに比べてｆ２t－ｆ１b’，ｆ３t－ｆ２b’は大きくなるので、フィールド間差分Ｓ
２’－Ｓ１は２フィールドに１度だけ小さくなる。
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【００４９】
差分検出回路６によって得られるフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値を絶対値回路６
４をとり、その絶対値を所定エリア抽出回路６５を介して所定エリア内のフィールド間差
分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値を抽出し、更に、その絶対値を積算器６６によって積算すること
により、積算された所定エリア内のフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値の現フィール
ド値Ｂnが得られる。
【００５０】
積算された所定エリア内のフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値はフィールド毎に図９
に黒丸で示すように変化する。すなわち、所定エリア内のフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１
の絶対値を積算することにより２フィールドに１度だけ小さくなることが明確に現れる。
積算された所定エリア内のフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値の現フィールド値Ｂn

をシフト回路６７に供給するにより、シフト回路６７からは１フィールド前の値（積算さ
れた所定エリア内のフィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値）Ｂn-1が得られる。１フィ
ールド前の値Ｂn-1は比較器６９において動きフィールド判定用閾値Ｔｈ23と大小比較さ
れる。比較器６９は１フィールド前の値Ｂn-1が動きフィールド判定用閾値Ｔｈ23より大
ならば、論理“１”の高レベル信号を発生し、１フィールド前の値Ｂn-1が動きフィール
ド判定用閾値Ｔｈ23以下ならば、論理“０”の低レベル信号を発生する。比較器６９の出
力信号はＡＮＤ回路７２，７５に供給される。
【００５１】
また、１フィールド前の値Ｂn-1は乗算器６８にて係数Ｋ３と乗算されて値Ｋ３・Ｂn-1が
得られる。値Ｋ３・Ｂn-1は現フィールド値Ｂnと比較器７０において大小比較される。比
較器７０は現フィールド値Ｂnが値Ｋ３・Ｂn-1以下ならば、論理“０”の低レベル信号を
発生し、現フィールド値Ｂnが値Ｋ３・Ｂn-1より大ならば、論理“１”の高レベル信号を
発生する。比較器７０の出力レベルはＮＯＴ回路７３によって反転されるので、現フィー
ルド値Ｂn値が値Ｋ３・Ｂn-1以下ならば、ＮＯＴ回路７３からは論理“１”の高レベル信
号が発生される。ＮＯＴ回路７３の出力信号はＡＮＤ回路７５に供給される。
【００５２】
更に、現フィールド値Ｂnは比較器７１において静止フィールド判定用閾値Ｔｈ13と大小
比較される。比較器７１は現フィールド値Ｂnが静止フィールド判定用閾値Ｔｈ13以下な
らば、論理“０”の低レベル信号を発生し、現フィールド値Ｂnが静止フィールド判定用
閾値Ｔｈ13より大ならば、論理“１”の高レベル信号を発生する。比較器７１の出力レベ
ルはＮＯＴ回路７４によって反転されるので、現フィールド値Ｂn値が静止フィールド判
定用閾値Ｔｈ13以下ならば、ＮＯＴ回路７４からは論理“１”の高レベル出力が発生され
る。ＮＯＴ回路７４の出力信号はＡＮＤ回路７５に供給される。
【００５３】
このように比較器６９及びＮＯＴ回路７３，７４各々から論理“１”の高レベル出力が発
生される場合には、１フィールド前値Ｂn-1に対して現フィールド値Ｂnが上記の如く２フ
ィールドに１度だけ小さくなった状態に対応する。この場合にはＡＮＤ回路７５は"1"を
示す高レベル信号を出力し、それが２－２シーケンス検出信号となって判定回路７６に供
給される。すなわち、２－２シーケンス検出信号の発生条件（入力映像信号が映画フィル
ムから２―２プルダウン方式により生成されたテレシネ変換映像信号であることを判定す
る条件）は、１フィールド前の値Ｂn-1が動きフィールド判定用閾値Ｔｈ23より大、現フ
ィールド値Ｂn値が値Ｋ３・Ｂn-1以下、そして現フィールド値Ｂn値が静止フィールド判
定用閾値Ｔｈ13以下の全てを満たすことである。
【００５４】
一方、ＡＮＤ回路７２には比較器６９～７０の各出力信号が供給される。ＡＮＤ回路７２
は比較器６９～７０が共に論理“１”の高レベル信号を発生するときに論理“１”の高レ
ベル信号を発生する。ＡＮＤ回路７２の高レベル信号は２－２シーケンス外れ検出信号と
なって判定回路７６に供給される。
すなわち、２－２シーケンス外れ検出信号の発生条件は、１フィールド前の値Ｂn-1が動
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きフィールド判定用閾値Ｔｈ22より大、現フィールド値Ｂn値が値Ｋ３・Ｂn-1より大、そ
して現フィールド値Ｂn値が静止フィールド判定用閾値Ｔｈ13より大であることを満たす
ことである。
【００５５】
また、ＡＮＤ回路７２の高レベル信号はＯＲ回路６３を介して２－３シーケンス外れ検出
信号となって判定回路７６に供給される。よって、かかる２－２シーケンス外れ検出信号
の発生条件は、２－３シーケンス外れ検出信号の別の発生条件でもある。
判定回路７６は２－３シーケンス検出信号が所定の期間内にＮ（正の整数）回以上繰り返
し発生した場合には、順次走査変換回路９に対して２－３逆変換処理を指令する。２－２
シーケンス検出信号が所定の期間内にＮ回以上繰り返し発生した場合には、順次走査変換
回路９に対して２－２逆変換処理を指令する。
【００５６】
順次走査変換回路９は入力映像信号Ｓ１のフィールド列が上記のようにｆ１t，ｆ１b，ｆ
２t，ｆ２b，ｆ３t，ｆ３b，ｆ４t，ｆ４b，…の順である場合には、映像信号Ｓ１～Ｓ３
を用いて２－３逆変換処理によってノンインターレースの映像信号に変換すると図１０に
示す通りである。すなわち、ｆ１t及びｆ１bからノンインターレースの映像信号のフレー
ム成分Ｆ１が２回連続して生成され、ｆ２t及びｆ２bからノンインターレースの映像信号
のフレーム成分Ｆ２が２回連続して生成され、ｆ２b及びｆ２tからノンインターレースの
映像信号のフレーム成分Ｆ２が１回だけ生成される。更に、ｆ３b及びｆ３tからノンイン
ターレースの映像信号のフレーム成分Ｆ３が２回連続して生成され、ｆ４b及びｆ４tから
ノンインターレースの映像信号のフレーム成分Ｆ４が１回だけ生成され、ｆ４t及びｆ４b

からノンインターレースの映像信号のフレーム成分Ｆ４が２回連続して生成される。これ
らのフレーム成分Ｆ１，Ｆ２，Ｆ３，Ｆ４によって形成されるノンインターレースの映像
信号は入力映像信号Ｓ１の水平同期信号の周波数に比べて２倍の水平同期信号の周波数を
有し、各フレーム成分Ｆ１，Ｆ２，Ｆ３，Ｆ４は入力映像信号Ｓ１の１フィールド期間分
の長さである。
【００５７】
なお、フレーム成分Ｆ２及びＦ４は各々３つ連続して形成されるが、その２番目のフレー
ム成分Ｆ２及びＦ４の形成に当たっては映像信号のフレーム切り位置（図１０の破線の位
置）を横切らないように用いるｆ２t及びｆ４bが定まる。２番目のフレーム成分Ｆ２では
１フィールド前のｆ２tと現フィールドのｆ２bとが使用され、２番目のフレーム成分Ｆ４
では現フィールドのｆ４tと１フィールド後のｆ４bとが使用される。
【００５８】
順次走査変換回路９は映像信号Ｓ１～Ｓ３を用いて２－２逆変換処理によってノンインタ
ーレースの映像信号に変換すると図１１に示す通りである。すなわち、入力映像信号Ｓ１
のフィールド列が上記のようにｆ１t，ｆ１b，ｆ２t，ｆ２b，ｆ３t，ｆ３b，…の順であ
ると、ｆ１t及びｆ１bからノンインターレースの映像信号のフレーム成分Ｆ１が２回連続
して生成され、ｆ２t及びｆ２bからノンインターレースの映像信号のフレーム成分Ｆ２が
２回連続して生成され、ｆ３t及びｆ３bからノンインターレースの映像信号のフレーム成
分Ｆ３が２回連続して生成される。
【００５９】
なお、上記した実施例において、乗算係数Ｋ１，Ｋ２，Ｋ３、動きフィールド判定用閾値
Ｔｈ11，Ｔｈ22，Ｔｈ23、及び静止フィールド判定用閾値Ｔｈ12，Ｔｈ13，Ｔｈ21は任意
の値に設定可能である。例えば、シーケンス検出時とシーケンス外れ検出時とで異なる値
にしても良い。
【００６０】
【発明の効果】
以上の如く、本発明によれば、入力映像信号のテレシネ変換方式を安定にかつ精度よく行
うことができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明によるテレシネ変換方式検出装置の構成を示すブロック図である。
【図２】フィルムシーケンス検出回路の具体的構成を示すブロック図である。
【図３】フィルムシーケンス検出回路の具体的構成を示すブロック図である。
【図４】フィルムシーケンス検出回路の具体的構成を示すブロック図である。
【図５】画面の所定領域を示す図である。
【図６】２－３プルダウン方式のテレシネ変換を示す図である。
【図７】フレーム間差分Ｓ３－Ｓ１の絶対値のフィールド毎の変化を示す図である。
【図８】２－２プルダウン方式のテレシネ変換を示す図である。
【図９】フィールド間差分Ｓ２’－Ｓ１の絶対値のフィールド毎の変化を示す図である。
【図１０】２－３逆変換処理を示す図である。
【図１１】２－２逆変換処理を示す図である。
【符号の説明】
１，２　１フィールド遅延回路
３　１Ｈ遅延回路
４　フィールド内補間回路
５，６　差分検出回路
７　フィルムシーケンス検出回路
８　動き検出回路
９　順次走査変換回路

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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